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江戸時代における『問経堂法帖』の受容
馬 　成　　芬
The acceptance of Chinese Calligraphy Rubbing 
“Wen-jing-tang” in the Edo Period
MA Chengfen
Abstract：
 Nagasaki, as the only port for foreign trade during the Edo period of Japan, 
developed trade with China and Netherlands. Among all the imports from China, 
books accounted for a remarkable proportion. These books, mainly brought by 
the “Don Boat”, included a lot of Chinese calligraphy rubbings. Based on 
statistical analysis, this paper ﬁ nds out that there were 151 kinds of Chinese 
calligraphy rubbings, totally 3797 volumes, being imported to Japan. Findings also 
indicate that the Rubbing of Wen-jing-tang, with a total of 1883 volumes, 
accounted for 50％ of the imported rubbings.
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はじめに
　江戸時代において長崎の中国貿易を通じて日本に輸入された中国からの書道関係の資料とく
に著名な書家の書跡を収録した冊子として「集帖」がある。その集帖の書籍輸入に占めた割合
は極めて高いと言える1）。江戸時代における日本に輸入された中国集帖に関しては、大庭脩氏の
「江戸時代における集帖の輸入」2）があり、多くの集帖が輸入されたことを明らかにされたが、具
体的にどんな法帖を江戸時代の何年に何部を輸入されたかといったような詳細な研究はされて
いない。そのため大庭脩氏が蒐集された『商舶載来書目』と『齎来書目』と『長崎会所取引諸
帳』3）に依拠して輸入された集帖について統計し、すでに「江戸時代の日本に輸入された中国の
集帖について」4）を発表した。その結論から言えば、江戸時代に輸入された中国の集帖は、151
種類があり、総輸入部数3,797部であったことがわかる。その輸入集帖の中で『問経堂法帖』の
みで総輸入数1,883部を占め、全輸入集帖のほぼ半数を占めていたことがわかる5）。
　そこで、本稿では集帖である『問経堂法帖』が日本に輸入された状況とその受容について究
明したい。
一、『問経堂法帖』について
　容庚の『叢帖目』第四冊、「問経堂法帖」の条によると
『問経堂帖四巻』銭泳隷書。嘉慶二十一年、萧山施淦撰集、程芝庭䇭、巾箱本。帖名正書6）。
とあり、銭泳（1759-1844）の隷書で書かれている『問経堂帖四巻』は、帙入りの装幀本であっ
た。その銭泳が記した『履園叢話』上、叢話九の家刻に次の記述がある。
是年、萧山施秋水少府曾以余所臨漢、魏隷書大小数十種刻成四巻、曰問経堂帖7）。
 1） 大庭脩『江戸時代における中国文化受容の研究』同朋舎出版、1984年 6月、210～433頁。
 2） 同上、406～420頁。
 3） 大庭以『江戸時代における唐船特渡書の研究』、関西大学東西学術研究所、1967年 3月、資料編 239-739
頁。
 4） 馬成芬「江戸時代の日本に輸入された中国の集帖について」、『文化交渉』関西大学東アジア文化研究科
院生論集、第 3号、2014年 9月、205‒221頁。
 5） 同上、216頁。
 6） 容庚（1894‒1983）『叢帖目』第四冊、中華書局　2002年、1741‒1743頁。
 7） 清銭泳『履園叢話』上、中華書局、1979、259頁。
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　以上の二つの記述からわかるように、『問経堂法帖』は嘉慶二十一年（1816）施秋水が刻し、
銭泳が臨書したものであった。
　そこで、容庚の『叢帖目』と『問経堂法帖』の跋文により、その内容を表 1にまとめた。
　この表 1の内容と跋文から『問経堂法帖』は前の一、二巻が銭泳の縮臨書蹟であるが、三巻
と四巻が銭泳自分自身の書である可能性が高い。その理由は以下に述べたい。
表 1　『問経堂法帖』の内容及び跋文
巻 碑　　銘 跋　　文
一
銭泳縮臨西嶽崋山廟碑並跋 西嶽崋山廟碑、世無善本、近所見者、惟商邱陳氏揚州阮氏両本而已。施君索臨小隷、聯以応之、梅華渓居士泳記。
梁相費汎碑 偶見梁相費汎碑不全本、為臨数行。
成陽霊台碑 成陽霊台碑、銭塘黄小松（黄易）所蔵。
小黄門䋩敏碑 右小黄門䋩敏碑
季度銘 右季度銘
武梁祠画像題字並跋 右漢武梁祠画像題字、趙明誠称其字画遒勁、史縄祖謂其筆法精隠、可為楷式。余嘗見唐拓本、真海内至宝也。漢隷之最小者莫過此碑。梅華渓銭泳記。
二
杜陵東園銅壺銘 右杜陵壺銘
延年益寿銘 右延年鏡銘
張氏鏡銘 右張氏鏡銘
丙午神鈎銘 右丙午鈎銘
顔淑画像題字文琴音跋
施秋水少府、工古隷、善篆刻、与梅溪参軍有金石之契、葺所臨漢碑縮本、
寿之以石、梅渓隷法為芸林所重、此刻知辯香梅溪者咸歎。為不少也、文琴
音徳和跋。
元儒先生娄寿碑 右元儒先生娄寿碑
圉令趙君碑 右圉令趙君碑
幽州刺史朱亀碑 幽州刺史朱伯霊碑
戚伯著碑 右戚伯著碑
巴郡太守樊敏並跋 右巴郡太守樊敏碑、在四川雅州府盧山縣、洪氏以為在黎州誤也。惟拓本世不多見、余于十年前、獲観嘗臨数過泳記。
老莱子画像題字並跋 武梁祠画像第十三幅、有老莱子題字、其所云、衣服斑連、洪景伯曰、即斑爛也。銭泳記。
三
後漢書儒林伝序 癸酉十月初七燈下、為秋水先生書。泳
両都賦序石韞玉観嘆 泳書
両漢儒林名候雲松跋
右施秋水少府䇭刻梅溪先生縮臨各隷書、皆漢碑也。梅溪隷法探索魏晋源流、
規橅諸家、運以己意。未易指為某代何碑、其可宝貴正在是耳。少府博雅、工
各体書、能刻画金石、故鈎搨精妙乃而。王元美評宝賢堂帖、谓䇭刻搨三手
皆不称。固知赏鉴家镌布善本、弥自珍也。嘉慶丙子秋仲、白下侯云松拜観。
四
後漢書許慎伝
後漢書方今聖上寛明一段
清儒林郎銭府君碑
跋文
金匮銭梅溪先生、工隷古書、為海内外称重久矣。嘉慶癸酉十月、先生来呉門、信宿小斎者二十余日、所
得吉光片羽、俱什袭而珍藏之。愛刻諸石、遂成四冊。昔趙呉興見右軍大道帖、愿供䇭搨之役、古人服膺
之义、淦竊有取焉。越三年秋七月、萧山施淦識。
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1  ．第一と第二巻の各跋文から碑名及び碑の現存状況をはっきり記している。しかし、第
三と四巻には「銭泳書」や「泳書」と記している場合がある。
2  ．第四巻の『清儒林郎銭府君碑』の内容は、清代儒林銭易のために書いた碑文であり、
最後の跋文に「金匮銭梅溪先生、工隷古書、為海内外称重久矣」とあるように、銭泳の
ような隷書の大家が、清代の書家の書蹟を臨写した可能性は低いと思われる。
3  ．第三と四巻の内容は、『後漢書』からの引用等で現存の碑によるものでは無いと考えら
れる。
　したがって、これらのことから推測すると、前半は銭泳による古碑などからの臨書で、後半
は銭泳自身の書跡であることがわかる。
　さらにこの『問経堂法帖』の内容は、歴代の法帖と相違する特徴が見られる。
1  ．『問経堂法帖』以前の集帖は、ほとんどが行草書と楷書による内容であった。ある集帖
では篆書、あるいは隷書によるものであったにもかかわらず、非常に有名な書家の書跡
が普通である。ところが『問経堂法帖』は、臨書したものが全て隷書によるもので、そ
れらの碑刻の文面はこれまで世人に知られていないのが多数を占めている。
2  ．『問経堂法帖』の前半の二巻は古碑の臨書であり、後半の二巻は銭泳の作品であるが、
全体の書風は類似している。銭泳が集帖を作成した時期の清朝では碑学がまだ十分に発
達していなかったと考えられる。そのため銭泳は、集帖により名家の書跡を学ぶ帖学と、
碑文により名跡を学ぶ碑学の中間に位置する方法を模索していたと考えられる。
3  ．上記したように宋代以来の集帖を大量に制作する目的の一つは、有名な書家の名跡の
本来の状況を模刻の方法で再現するためであった。それに対して『問経堂法帖』は、銭
泳自分自身の臨写と書写した作品であったと言えるであろう。
　このように『問経堂法帖』には従来の集帖とは相違する特徴を備えていたと言える。そのた
め後述のように江戸時代の書家から好まれた理由の一つとなったと考えられる。
　清代の碑学に関して、清末の政治家で文人でもあった康有為は次のように述べている。
國朝書法、凡有四變。康雍之世、專仿香光、乾隆之代、競講子昻、率更貴盛於嘉、道之間、
北碑萌芽於咸、同之際。至於今日、碑學益盛、多出入於北碑、率更間、而吳興亦䶌䤶伴食
焉。吾今判之、書有古學、有今學。古學者、晉帖唐碑也、所得以帖為多、凡劉石菴、姚
姬傳等皆是也。今學者、北碑漢篆也、所得以碑為主、凡鄧石如張亷卿等是也8）。
　清朝の書道分野では四つの変化があった。康熙と雍正期においては、もっぱら董其昌9）の書
 8） 清 ･康有為撰、王雲五主編『広芸舟雙楫』巻二、商務印書館、1937年 3月、27頁。
 9） 董其昌（1555-1636年）、字玄宰、号思白、香光居士。松江華亭（今上海闵行区馬橋）人，明代書画家。
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法を尊び、乾隆期には趙孟頫10）の書法を競って学び、嘉慶と道光期は欧陽詢11）の書法が隆盛し
た。北碑の学が興起し始めたのは咸豊と同治期であり、光緒期になると碑学がさらに盛んとな
って北碑と欧陽詢の書法が隆盛した。同時に趙孟頫の書法は衰退した。そのため書跡を学ぶ学
問である書学にも古学と今学あると指摘している。古学者とは西晋の帖と唐の碑を主に学んだ
人に劉石菴12）、姚姬傳13）がおり、両人が古学者の代表である。今学者とは、北碑と漢篆すなわち漢
代の隷書を学んだもので、碑を主とした。その学の代表者が鄧石如14）と張廉卿15）である。
　上記のように碑学が萌えたのが咸豊から同治までの時期であることが分かる。銭泳が活躍し
た時期は乾隆・嘉慶期で、北碑と漢代の隷書が重んじられた時代で、銭泳はその先導者であっ
たと言える。
　銭泳の『履園叢話』上巻、九論刻帖に次の記述がある。
張懷䛃書斷云、楷者、法也、式也、後世以爲楷法者也。余（銭泳）亦曰、楷者、法也、式
也、後世以為法帖者也。近世刻帖者不明此意、但以古人墨蹟、無論可法不可法、輒刻之帖
中以爲備則非法帖矣。･･･大凡前人手札、皆率意爲之、非如二王真蹟之字字可法也。其中
有大家書、有名家書、有託名書、有同名書、又有並不善書而隨手屬筆者、亦有他人代書者、
未必字字可法、而刻諸石、其可乎哉。是不知書斷之所謂法帖者也16）。
　銭泳が指摘したように、清代において帖学と碑学が並行して発展した。しかし帖学は次第に
衰えていく現象が現れた。それに対して書道分野の大家が集帖の代わりに碑や両漢の隷書を学
んだことから碑学が興起し始めたのである。
　このような背景のもとに、銭泳が漢隷書及び碑文に転じた。それでは清代における碑学の先
導者となった銭泳はどういう人物であったかについては次節で述べたい。
二、銭泳について
　清の震鈞『國朝書人輯略』卷七に、銭泳について次のように記している。
10） 趙孟頫（1254-1322年）、字子昂、号松雪、元代著名诗人、画家、楷書四大家（欧陽詢、顔真卿、柳公権、
趙孟頫）の一人である。
11） 欧陽詢（557-641年）唐朝有名な書家で、楷書四大家の一人である。別名欧陽率更。
12） 2劉䆴（1719‒1804年）、字崇如，号石庵、清代書画家、政治家。
13） 3  姚鼐（1731‒1815年）、字姬傳、安徽桐城人。清代著名散文家，方苞と劉大䗎と“桐城三祖”と併称す。
14） 鄧石如（1743-1805年）初名琰，字石如、清代篆刻家、書法家。
15） 張裕钊（1823‒1894年）字廉卿，号濂亭、晚清官員、散文家、書法家。
16） 清・銭泳『履園叢話』上、中華書局、1979年、257頁。
文化交渉　東アジア文化研究科院生論集　第 4号170
錢泳、字立羣、號梅溪、江蘇金匱人、工於八法尤精隸古、晚歲以八分寫十三經、擬復鴻都舊
觀工力甚鉅刻石未及半而止、平生所䇭唐碑及秦漢金石斷簡不下數十百種、俱已行世墨林今
話17）。
　また光緒『松江府續志』卷二十七に、銭泳の伝が見える。
錢泳、字梅溪、金匱人。沙神芝字笠甫嘉興人、均工隷書、道光中時、寓郡城、又嚴坤字粟
夫歸安人、善篆刻、亦寓郡數載18）。
　さらに光緒『無錫金匱縣志』卷二十六にも銭泳の伝がある。
錢泳、字梅溪、國子生、能詩工分隸行楷、客京師、為成邸所知詒晉齋帖、皆泳刊定、手書
碑版、幾徧江浙、又、所䇭漢唐碑及縮臨本刻石傳世者尤多、嘗倡修錢唐武肅王後諸王祠墓
及表忠觀輯鐵券金塗塔考年八十六卒、常熟翁文端心存銘其墓19）。
　そして同治『蘇州府志』卷第一百十二にも銭泳の伝が見られる。
錢泳、初名鶴故、字立群、後更今名、自號梅花谿居士、金匱人、移居常熟、數歲即喜為隸
古書、從禮器碑入手、徧臨漢魏諸碑、時南伊北桂之名噪天下、泳先識伊太守秉綬、頗易之
後、遇桂大令馥、乃折服、遂避而學唐人所書、碑版滿天下、嘗倣蔡邕石經、寫孝經、論語、
大學、中庸刻石置郡學。又嘗縮臨有唐一代眞行諸碑為細書揚州鮑觀察崇城刻之性愛山水徧
遊浙閩楚豫齊魯燕趙所至搜訪碑鼎20）。
　これらの記録から銭泳は詩を善くし、古隷、篆書に精通し、一生にわたって漢魏唐碑を臨模
することで有名になった。有名な法帖『詒晋斎帖』も銭泳が製作したものである。銭泳の著名
な随筆である『履園叢話』にもこれに関係する記事が見える。
余生平無所嗜好、最喜閲古法帖、而又喜看古人墨蹟、見有佳札、輒爲雙鈎人石、以存古人
面目、亦如戴安道總角刻碑、似有來因也21）。
17） 清・震鈞『國朝書人輯略』卷七、清・光緖三十四年（1908）刻本。
18） 清・博潤、光緒『松江府續志』卷二十七、清・光緒九年（1883）刊本。
19） 清・裴大中、光緒『無錫金匱縣志』卷二十六、清・光緒七年（1881）刊本。
20） 清李銘皖《（同治）蘇州府志》蘇州府志卷第一百十二、清光緒九年刊本。
21） 清銭泳『履園叢話』上、中華書局、1979年、258頁。
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　銭泳は古い書跡に興味が強く、善い書跡を見るとぜひ石に刻したという。この『履園叢話』
上、叢話九の家刻の条に銭泳が刻したもの25種を挙げている。
　そこで銭泳によって刻されたものが、江戸時代の日本にどれだけ輸入されたについて触れて
みたい。銭泳が刻した法帖の日本に輸入された状況を整理したものが表 2である。
　表 2から銭泳が、清乾隆53年（1788）から道光 8年（1828）までの41年間に25種類の集帖を
刻した。銭泳によるとこれらの他にも刻したものはまた大量にあったようである。
　表 2にあげた刻帖のうちに、銭泳自身が刻したものは13種類で、表 2の書名を太字で示した。
これらの内容はほぼ漢代や北魏時代の隷書か歴代名跡である。それらが『攀雲閣帖二冊』、『詒
晋斎帖四巻』、『詒晋斎帖巾箱帖四巻』、『清愛堂石刻四巻』、『攀雲閣帖十六巻』、『小清秘閣帖十
二巻』、『福州帖四巻』、『寫経堂帖八巻』、『問経堂帖四巻』、『黄文節公帖』、『述徳堂帖八巻』、『攀
雲閣帖十六巻』、『学古有獲之斎帖四巻』である。銭泳が他の人物の依頼によって刻したものが
表 2　銭泳の刻す集帖が日本に輸入された状況
番号 帖　　名 刻する年代 輸入記録 輸入部数
1 経 訓 堂 帖 十 二 巻 乾隆53-54年 〇    5
2 攀 雲 閣 帖 二 冊 乾隆53-54年
3 詒 晋 斎 帖 四 巻 嘉慶 4年 〇   19
4 詒晋斎帖巾箱帖四巻 嘉慶10年 〇   23
5 清 愛 堂 石 刻 四 巻 嘉慶10年
6 惟 清 斎 帖 四 巻 嘉慶13年
7 攀 雲 閣 帖 十 六 巻 嘉慶13年 〇    3
8 松 雪 斎 帖 六 巻 嘉慶14年 〇   11
9 小清秘閣帖十二巻 嘉慶16年
10 小 楷 集 珍 帖 八 巻 嘉慶18年
11 福 州 帖 四 巻 嘉慶19年
12 寫 経 堂 帖 八 巻 嘉慶20年
13 秦 郵 帖 四 巻 嘉慶20年 〇 1883
14 問 経 堂 帖 四 巻 嘉慶20年
15 黄 文 節 公 帖 嘉慶21年
16 続 刻 松 雪 斎 六 巻 嘉慶22年
17 呉 興 帖 六 巻 嘉慶22年
18 述 徳 堂 帖 八 巻 嘉慶23年
19 攀 雲 閣 帖 十 六 巻 嘉慶23年
20 抱 沖 斎 帖 十 二 巻 嘉慶24年
21 樸 園 蔵 帖 八 巻 道光 2年
22 臨唐代諸碑二十三冊 道光 4年
23 仁 本 堂 墨 刻 六 冊 道光 7年
24 澄 鑑 堂 石 刻 四 巻 道光 8年
25 学古有獲之斎帖四巻 道光 8年
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12種類で『経訓堂帖十二巻』、『惟清斎帖四巻』、『松雪斎帖六巻』、『小楷集珍帖八巻』、『秦郵帖
四巻』、『続刻松雪斎六巻』、『呉興帖六巻』、『抱沖斎帖十二巻』、『樸園蔵帖八巻』、『臨唐代諸碑
二十三冊』、『仁本堂墨刻六冊』、『澄鑑堂石刻四巻』である。
　この25種類の中に 6種が日本に輸入された記録が見られる22）。輸入された集帖で最も多いの
が、本論で述べる『問経堂法帖』で1,883部が知られる。
　それでは『問経堂法帖』が江戸時代の日本で受容された状況を次に検討してみたい。
三、江戸時代の日本に輸入された「問経堂法帖」の輸入状況
　大庭脩氏の蒐集された『商舶載来書目』と『齎来書目』と『長崎会所取引諸帳』23）などによ
り、江戸時代の日本に輸入された『問経堂法帖』の統計結果は次の表 3である。輸入の推移を
図式したものが次のグラフである。
　表 3とグラフに示したように、『問経堂法帖』が日本に輸入されたのは弘化 2年（1845）から
であった。最初の弘化 2年（1845）から最後の安政 7年（1860）まで16年間に、1,883部が輸入
されたことがわかる。輸入総部数を輸入期間の年数で除算した輸入頻度は、一年に118部が輸入
されたことになる。最初の輸入記録が見える弘化 2年（1845）には、長崎に来航した巳六番船
1艘で153部が輸入された。翌年の弘化 3年（1846）には 3隻の唐船によって 1年の最高値にな
る1,263部が輸入されている。前年より1,110部も増加している。総輸入部数の67％にのぼって
いる。次の弘化 4年には一年に輸入されたのは僅か39部しかなかった。前年より激減している。
22） 前掲拙稿209‒216頁の表 1参照。
23） 大庭脩『江戸時代における唐船特渡書の研究』資料編239-739頁。
表 3　江戸時代の日本に輸入された「問経堂法帖」
集帖名 和　暦 西暦 積載唐船名 部 価　　格 出　典
問経堂法帖
弘化 2年 1845 巳六番船 80 6匁 3分 《落札帳》
弘化 2年 1845 巳六番船 23 7匁 《書籍元帳》
弘化 2年 1845 巳六番船 50 18匁 6分 《落札帳》
弘化 3年 1846 巳三番四番五番船 40 480目12匁 《書籍元帳》
弘化 3年 1845 巳三番四番五番船 23 1套 7匁／总数161匁 《書籍元帳》
弘化 3年 1846 巳三番四番五番船 1200 5匁 5分千部 5匁 2百部／总数500目《書籍元帳》
弘化 4年 1847 午二番船 19 4匁共76匁 《書籍元帳》
弘化 4年 1847 午二番船 20 1匁共20目 《書籍元帳》
嘉永 3年 1850 酉五番船 100 1匁 《書籍元帳》
安政 5年 1858 午一番船 2 31匁 《落札帳》
安政 6年 1859 未三番船 1 6匁 5分/ 《落札帳》
安政 7年 1860 申五番船 325 4分 1厘 《落札帳》
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その後も輸入されたが毎年変動していて弘化 3年の数量を越える輸入量は二度と見られなかった。
　表 3に示したようにこれほど大量に『問経堂法帖』は日本に輸入されていた。それでは、江
戸時代後期の日本になぜ『問経堂法帖』が大量に輸入されたかのであろうか、日本の書道分野
にどのような影響を与えたかを次節で述べてみたい。
四、『問経堂法帖』の日本での受容
　日本の全国漢籍データベースによって『問経堂法帖』の所蔵状況を調べると次の三箇所の図
書館のものが知られる。
○東京大学総合図書館
　問經堂帖四卷　淸 錢泳 書 淸 施淦 輯　嘉慶二十一年 蕭山施淦　刻拓本　 4册
○東北大学図書館
　問經堂帖四卷　淸 錢泳 編　嘉慶二十一年 浙江施淦 刊　 4册
○国会図書館
　問經堂帖　淸 錢泳 輯　嘉慶二十一年 蕭山施氏 刊　 4帖
　これらの図書館に所蔵された時期は明かではないが、 3カ所の図書館が所蔵する『問經堂帖』
はすべて嘉慶21年（1816）に浙江の施氏が刊行したものであることは確かである。
　さらに錢泳の法帖に関する作品について同様に調べたところ次のものの所蔵が知られる。
　表 4に示したように、『問経堂法帖』をはじめ、銭泳の䇭刻した多くの法帖は内容が大体漢碑
か隷書であることが分かる。特に江戸時代の日本に1,883部という大部の『問経堂法帖』が輸入
されたことは、当時の日本書道界の動向と大きな関係があるのではないかと想像できる。
0
200
400
600
800
1000
1200
1400
弘化2年 弘化3年 弘化4年 嘉永3年 安政5年 安政6年 安政7年
輸入部数
輸入年
輸
入
部
数
文化交渉　東アジア文化研究科院生論集　第 4号174
　『問経堂法帖』の輸入により日本の書家にどのような影響を与えたのであろうか。
　中国現代の書道界の専家である劉恒氏の『中国書法史：清代巻』によれば次のように指摘さ
れている。
到乾隆时期、中国书法界在金石考据学风的推动下出现了一大批精研碑版、擅写篆隶的书家、
这䝅现象也在日本书坛有所反映。除汉隶碑拓外、像钱泳临古并䇭刻的『问经堂帖』、『攀雲
阁帖』这样的刻帖纷纷传人日本、成为当地书家学习隶书的依据24）。
　乾隆時期において中国の書道分野に金石考証学が流行し、碑版と篆隶を善くする書家が多く
現れた。このような現象は日本の書道分野にも影響を与えた。漢隷碑の拓本の他に、銭泳の刻
す『問経堂帖』、『攀雲閣帖』のような刻帖が、日本書家が隷書を学ぶ手本として次々と日本に
輸入された。清代における書道分野での金石学の流行が、日本の書道界にも『問経堂法帖』な
どの法帖を手本として隷書を習得する現象が現れたのである。
　田中有氏の「和刻『隷辨』考―江戸時代における隷書の導入」によると「このように当時
はまだ漢碑の原拓に接することが稀少であったが、隷書への関心は愈愈高まっていったことは、
市河米庵や巻菱湖をはじめとする諸学者の書論によっても明らかである。さらに拍車をかけた
のは、隷書の法帖の舶来であろう。前掲の大庭氏の調査によると、1846年の舶載記録に、清銭
24） 劉恒著、『中国書法史：清代巻』、江蘇教育出版社、1999年10月、第一版、303頁。
表 4　錢泳の法帖に関する作品の所蔵状況
帖　　名 年　代 作　　者 所　　蔵 附　　註
闕里石刻四書 嘉慶 7年 銭泳 書 東京都立中央 刻拓本
千字文一巻 江戸末 梁周興嗣撰錢泳 書 伊那市立高遠町 刻石拓本
千字文 嘉慶21年 錢泳 書 東大総 刻拓本
宋拓漢熹平石經殘字一卷 錢泳 輯 関大 用日本大西行禮藏拓本景印
小黃門䋩敏碑 大正 8年 錢泳 臨 東大総 東京精華堂法帖店；據嘉慶中攀雲閣本刻拓
攀雲閣臨漢碑初至四集 道光18年 錢泳 䇭 国会 東京 虞山錢氏寫經堂 刊 
攀雲閣臨漢碑十六帖 淸嘉慶13年 錢泳 䇭勒 静嘉堂文庫
袌沖齋石刻十卷 淸斌良輯錢泳䇭刻 京大人文研東方
詒晉齋法帖十六帖 淸嘉慶13年 錢泳 䇭勒 静嘉堂文庫
隸書千字文 明治30年 錢泳 書 国会 東京 東京博文館刊
隸書千字文 明治10年 錢泳 書 国会 東京 東京坂田鼎三刊 
魯相韓勅造孔廟禮器碑 大正中 淸 錢泳 臨 東大総 東京精華堂法帖店據嘉慶中攀雲閣本刻拓
江戸時代における『問経堂法帖』の受容 （馬） 175
泳（1759‒1844。初名鶴、字は立群、梅渓、台僊と号した）が漢魏の隷書を臨した『問経堂帖』
（1815年刊）が見える。ほかに銭泳の臨漢碑集『攀雲閣帖』（1818刊）筆者不詳の『容安閣隷書
帖』などの名も見られるという」25）と指摘されたように、江戸時代の日本では、漢碑の原石に接
触する機会がまれであるにしても、日本の書道分野で隷書への関心によって、漢隷書を臨書し
た『問経堂法帖』は人気が高く中国から日本に大量に輸入された。このように江戸時代におけ
る日本の書道分野において隷書が好まれるようになった理由に関して、田中有氏は「江戸時代
に至って隷書が好んで書かれるようになった要因の一つに、徳川幕府による積極的な儒学奨励
が挙げられる。それが当時の知識人たちに中国文化崇拝の風潮を起こし、書法の世界もいわゆ
る＜唐様＞が盛行するようになり、書体においても最も中国的なものとして篆、隷書に目が向
けられたといえよう」26）との理由を挙げている。
　江戸後期の有名な書家であった市川米庵（1779‒1858）も隷書に強い関心を持っていた。米庵
の著書『米庵墨談』巻一、「隷書」の項目に、
漢碑隷書數十種アレトモ、今存スルモ者ハ晨星落月のコトシ、…［王］竹雲云、漢唐隷法、
體貌雖殊、淵源自一要當以古勁沈痛之極、使可透入骨髓、一旦渣滓盡、而清虚來、乃能超
脱、故學曹全者、正當以沈痛求之、不能沈痛、但取描頭畫、角未有能為曹全者也。…此論
精微、真ニ漢隷ヲ學フモノ、肯綮ナリ。故ニ此ニ備サニ録シテ後學ノ者ニシメス。27）
と記すように、市川米庵も漢代や唐代の隷書に強い関心を持ち、清の書論家の王澍の『竹雲題
跋』巻一の「曹全碑」28）に引かれた言辞を引用して、隷書習得の必要性を喚起したのである。
　これら先学の意見から見て、徳川幕府は儒学奨励政策を重視したことで、書道の世界におい
ても唐様の書法が開花し、また中国的な書体を代表する隷書が歓迎され、その手本となる銭泳
等が作成した集帖が好まれたことが、『問経堂帖』の大量輸入と言う現象を招いたと考えられる。
おわりに
　清代における中国の書道分野大きな特色は、歴代の時代に見られなかった碑学が勃興したこ
とである。清代の乾隆・嘉慶時期すなわち18世紀の中国では碑学がますます盛行した。それに
伴い多くの集帖が製作されたのである。一方、東アジアに位置する日本は、古くから中国の書
法の影響を受けてはいたが、とりわけ江戸時代において徳川幕府が儒学奨励政策を実施したた
25） 『中日書法史論研討会論文集』文物出版社、1994、253頁。
26） 同上。252頁。
27） 西川寧編『日本書論集成』第 2巻、汲古書院、1978年 5月、16‒17頁。
28） 清・王澍『竹雲題跋』卷一、清海山仙館叢書本による。
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め、中国文化を崇拝する風潮が高揚し、日本の書道分野においても唐様すなわち中国風の書法
の流行が盛んとなった。このため日本の書家は、次々と中国の伝統的な書体の隷書を追求する
ようになったのである。そのような時期に、乾隆期に活躍した銭泳が、漢魏の隷書を臨書した
『問経堂法帖』を作成し、同書が日本の書家に歓迎されたのである。この『問経堂法帖』は、江
戸時代の唯一の対外貿易港の長崎を通じて大量に輸入され、管見の限りでは1,883部に達した。
この数字は輸入された中国集帖の全体のほぼ半数を占めた。
